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電離圏電気伝導度モデルの開発
Development of the ionospheric conductivity model
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著者らは、電離圏電流を定量的に見積もる為に、IRI-2012、NRMSISE-00、そして IGRF-11という 3つのモデルを組
み合わせた、電離圏電気伝導度モデルを、IDL 言語上で実装した。本発表では、本セッションの主題である地磁気誘導
電流そのものには言及せずに、これと関連した電離圏電気伝導度モデルにおける、実装、計算例、配布準備状況、につ
いて説明を行う。
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